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　2020年に宣言された「2050年カーボンニュートラル宣言」により、カーボンニュートラル達成のための取組
みが示され、化石燃料による発電事業などのボイラ設備を有する企業において、化石燃料からバイオマスや廃
棄物を燃料としたボイラ設備へのリプレースが進められています。
　本設備は、バイオマス燃料や、廃棄物燃料などの非化石燃料を有効利用し、クリーンな発電・熱供給を実現
するカーボンニュートラル対応のボイラです。独自の内部循環流動燃焼方式により従来有効利用されていな
かった腐食成分の高い燃料や高水分含有バイオマスにおいても、幅広い燃料対応性から安定して高効率を維持
することが可能です。
　本設備は主に産業用に工場内自家発電やプロセス蒸気供給を目的として導入可能です。化石燃料を使用して
いた設備から非化石燃料を使用する設備へリプレースすることができ、カーボンニュートラル化へ向け、高い
省エネ効果を発揮します。

※上記想定省エネ率および想定導入価格は、カーボンニュートラル燃料に対応可能な流動床式ボイラ設備(蒸
発量30t/h級を想定)を導入した場合の参考値であり、機械据付工事、電気計装工事、土木建築工事費用は含み
ません。実際には事業者様のご要望(蒸気条件、所掌範囲、設置用敷地土地条件、導入時期等)によりこれらは
変動いたしますので、ご計画の際は諸条件についてご協議の上、最適なご提案をさせて頂きます。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

<東京本社>
エネルギーソリューション＆マリンカンパニー
営業本部パワープラント営業部営業三課（TEL：03-3435-6642）

導入対象となる分野・プロセス
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　KCFB®は、当社独自の燃焼方式により、バイオマス燃料や、廃プラスチック、RPF、RDF、廃タイヤなどの廃
棄物燃料を効率よく燃焼させることが出来る内部循環型流動床式ボイラです。

・燃料を燃焼セルで燃焼させ、腐食性ガスを含む燃焼ガスは上方へ流れ、燃焼によって発生した熱は、流動砂
を媒体として二重仕切壁下部の開口を通じ、収熱セルに配置された過熱器または蒸発器で蒸気/水と熱交換す
るため、過熱器、蒸発器が直接腐食性ガスに接触しない構造となっており、腐食に強く、腐食成分を含む燃料
においても高温高圧の蒸気を発生させ、高効率維持が可能となります。
・層内管による冷却と炉下部からの空気量調整より流動層循環量が調整されるため、流動層温度が調整可能に
なります。そのため廃プラスチックや廃タイヤのような高発熱量燃料から、生木のようなバイオマス低カロ
リー燃料に対しても高温高圧の蒸気を発生させ、高効率維持が可能となります。
・これら独自の燃焼方式により、将来使用燃料が入手困難な状況になっても、設備の大幅な改造を伴うことな
く、使用燃料を変更することが可能となります。

2,500,000,000

流動床式ボイラ設備

工場・事業場当たりの想定省エネ率 100.0

E.製造業

100.0設備・システム当たりの想定省エネ率

－

１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 17,000,000

https://www.khi.co.jp/

川崎重工業株式会社

KCFB®内部循環型流動床式ボイラ

〒650-8680 神戸市中央区東川崎町1丁目1番3号
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